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こ
の
運
動
に
ご
参
加
下
さ
い

　
　
　

会
員
に
な
っ
て
下
さ
い
・
・
・
・

　
　
　

写
真
や
記
録
、
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
い
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「
船
の
ほ
か
に
、
そ
の
墓
を
も
た
ず
」
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
広
い
海
域
で
戦
死
し
た

船
員
は
六
〇
、
三
三
一
人
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
多
く
の
将
兵
や
一
般

の
市
民
が
犠
牲
に
な
り
、
こ
の
海
底
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
被
害
船
舶
数
は
一
五
、
五
一
八
隻
で
す
。
う
ち
商
船
は
二
、
五
六
八
隻
で
、
そ
の
他

は
漁
船
、
機
帆
船
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
船
と
運
命
を
共
に
し
た
戦
没
船
員
や
将
兵
、
便

乗
者
の
こ
と
は
、
も
は
や
遺
族
以
外
の
誰
も
思
い
出
す
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
戦
後
五
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
戦
争
を
自
ら
の
手
で
検
証
し
よ
う
と
い
う
、
い

わ
ば
草
の
根
の
運
動
が
各
地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
戦
没
者
お
よ
び
船
舶
船
員
に
つ
い
て
の
各
種
記
録
や
証
言
も
、
関
係
者
の
ご
努
力
に

よ
り
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
散
逸
し
、
系
統
だ
っ
て
調
べ
る
こ

と
も
難
し
い
の
が
今
日
の
実
態
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
戦
時
輸
送
船
の
災
害
を
、
全
体
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
視
点
に

立
ち
、
す
べ
て
の
資
料
を
一
堂
に
集
め
、
な
お
か
つ
戦
没
者
の
墓
と
い
う
べ
き
「
戦
没

船
」
の
銘
碑
を
作
り
、
後
世
に
残
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
こ
う
し
た
事
業
は
、
幅
広
い
国
民
の
支
持
、
協
力
な
し
に
は
成
功
し
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
関
心
を
お
も
ち
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
仰
ぎ

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ど
う
か
私
た
ち
の
悲
願
に
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
「
戦
没
船
を
記
録
す
る
会
」
に
ご

加
入
下
さ
る
よ
う
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
九
九
四
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
没
船
を
記
録
す
る
会



　
　

会
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
致
し
ま
す

　
　
一
、
戦
争
で
沈
ん
だ
船
舶
の
写
真
を
集
め
ま
す

　
被
害
船
舶
総
数
は
一
五
、
五
一
八
隻
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
う
ち
一
、
〇
〇
〇
隻
程

の
写
真
の
存
在
が
判
っ
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
少
な
い
で
す
ね
。

　
戦
後
五
〇
年
の
歳
月
の
重
み
を
考
え
る
と
き
、今
が
最
後
の
機
会
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
　
二
、
戦
没
船
の
写
真
を
、
永
久
祈
念
展
示
す
る
運
動
を
進
め
ま
す

　
ア
ル
フ
ォ
ト
印
刷
で
、
船
舶
写
真
、
沈
没
海
域
、
戦
死
者
数
な
ど
記
銘
し
、
一
堂
に

展
示
す
る
。

　
　
三
、
戦
時
記
録
、
証
言
を
広
く
集
め
て
、
整
理
、
保
管
す
る

　
方
々
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
記
録
類
を
可
能
な
限
り
集
め
ま
す
。そ
の
た
め
に
研
究
し

て
い
る
人
々
と
の
協
力
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
四
、
誰
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す

　
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
定
め
ら
れ
た
会
費
を
払
っ
て
い
た
だ
け
る
方
で
す
。

　
会
員
は
、
以
下
の
作
業
チ
ー
ム
に
参
加
し
、
共
同
で
作
業
を
行
い
ま
す
。
会
員
は
、
会

が
所
有
す
る
す
べ
て
の
情
報
を
、
等
し
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
五
、
会
の
作
業
チ
ー
ム
は
、
次
の
と
お
り
で
す

　
会
員
の
自
由
参
加
で
す
。
重
複
所
属
も
で
き
ま
す
。

　（
作
業
チ
ー
ム
）

　
①
戦
死
者
名
簿
の
調
査
　
②
写
真
収
集
　
③
証
言
収
集
　
④
記
録
整
理
　
　
⑤
小
型

船
資
料
調
査
　
⑥
戦
史
研
究
　
⑦
事
業
推
進
　
⑧
広
報
　
⑨
地
方
支
部
　
⑩
事
務
局

　
　
六
、
会
費
は
次
の
と
お
り
で
す

　
一
、
正
会
員
　
　
入
会
金 

一
、
〇
〇
〇
円
　
年
会
費 

六
、
〇
〇
〇
円

　
二
、
賛
助
会
員
　
年
会
費 

四
、
〇
〇
〇
円

　
三
、
法
人
会
員
　
一
口
・
月
額
会
費 

五
、
〇
〇
〇
円

　　　　　　　　　　　　　（アルフォト写真）

 はあぶる丸　石原産業 5,467総ﾄﾝ 昭和19年10月30日
　　比島ホロ島において空爆をうけ沈没。遭難後陸上避難、

　　その後陸上戦闘で多数戦死した。

ア
ル
フ
ォ
ト
印
刷
写
真
は
、

富
士
フ
ィ
ル
ム
社
が
開
発
し

た
ア
ル
マ
イ
ト
に
特
殊
加
工

し
た
印
刷
技
術
で
、
通
常
の

写
真
に
比
べ
て
、
そ
の
耐
久

性
に
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
駅
名
板
、
公
園
の

表
示
板
、
商
船
機
械
室
の
表

示
板
な
ど
、
多
方
面
に
亙
っ

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
製
版
に
よ
り
本
船
写

真
を
永
久
に
保
存
し
よ
う
と

す
る
も
で
あ
り
ま
す
。

アルフォト写真とは

次
頁
へ
つ
づ
く

　 

会
に
寄
せ
ら
れ
た
反
響

　
　
　
　
　
　
中
村
隆
一
郎
（
和
歌
山
県
）

　
　
　
　
　
　
　
「
常
民
の
戦
争
と
海
」
著
者

　
世
話
人
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
戦
争
の
記
録
、
検
証
は

今
ま
で
ラ
イ
ト
の
当
て
方
が
片
寄
っ
て
い
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
海
国
日
本
で
あ
り
な
が
ら
、
船

と
船
員
の
姿
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
軽
視
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
中
で
も
無
名
の
船
員
（
漁
民
）
は

ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
記

録
し
、
若
者
に
伝
え
て
い
く
営
み
は
、
生
き
残
っ

た
大
人
た
ち
の
任
務
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
取
り
く
み
に
大
い
な
る
賛
意

を
送
り
ま
す
。
只
、
私
は
、
遠
い
田
舎
で

教
職
に
つ
き
な
が
ら
で
す
の
で
今
ま
で
通

り
、
地
方
で
生
き
証
人
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
証

言
を
集
め
る
手
法
、
ス
タ
ン
ス
で
や
っ
て

い
く
つ
も
り
で
す
。
得
ら
れ
た
情
報
は
極

力
提
供
し
、
ご
提
示
い
た
だ
い
た
作
業
は

で
き
る
限
り
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



　
　
　
　
　
　
中
新
一
郎
（
石
川
県
）

　
読
売
新
聞
の
記
事
を
拝
読
し
ま
し
た
。
小
生

も
太
平
洋
戦
争
で
海
軍
徴
用
船
に
乗
り
組
ん
だ

体
験
が
あ
り
、
五
十
年
た
っ
た
現
在
で
も
当
時

の
こ
と
が
頭
の
中
に
想
い
出
さ
れ
て
忘
れ
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
私
の
村
は
こ
れ
と
し
た
産

業
も
な
く
多
く
の
若
者
は
船
員
と
し
て
小
学
校

を
卒
え
る
と
出
て
行
き
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争

に
は
沢
山
の
方
々
が
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。
町
で

は
殉
難
船
員
の
碑
を
建
立
し
て
、
海
の
記
念
日

に
は
慰
霊
祭
を
行
っ
て
居
り
ま
す
が
、
年
々
戦

争
体
験
者
も
亡
く
な
り
、
祖
父
が
父
が
こ
う
し

て
戦
い
水
漬
く
死
と
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い

人
達
が
増
え
て
来
た
現
状
で
す
。
私
も
、
ど
う

か
こ
ん
な
時
代
が
あ
り
、
祖
父
が
父
が
と
忘
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
吉
田
郁
次
郎
（
大
田
区
）

　
私
が
海
軍
生
活
で
体
験
し
た
船
団
護
衛
に
お

い
て
商
船
乗
組
員
の
非
常
に
際
し
て
の
度
胸
の

良
さ
と
沈
着
ぶ
り
は
海
軍
々
人
が
見
習
う
べ
き

点
が
多
く
、
今
だ
に
家
族
、
友
人
、
他
に
語
っ

て
い
る
少
年
船
員
の
行
動
が
あ
り
ま
す
。

　
横
浜
〜
ト
ラ
ッ
ク
島
間
護
衛
中
サ
イ
パ
ン
島

近
く
の
海
域
に
て
多
く
の
船
員
、
陸
兵
が
海
に

投
げ
だ
さ
れ
ま
し
た
。
其
の
際
十
六
〜
十
八
才

の
紅
顔
の
少
年
船
員
が
右
太
股
を
ス
ク
リ
ュ
ー

に
ふ
れ
瀕
死
の
重
傷
に
て
漂
流
中
本
艦
の
ボ
ー

ト
に
救
出
さ
れ
ま
し
た
が
其
の
際
に
「
海
軍
さ

ん
鱶
が
い
る
か
ら
気
を
付
け
て
下
さ
い
」
と
の

言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
そ
う
で
其
の
こ
と
が
船

内
に
伝
わ
り
乗
組
員
全
員
が
感
動
の
涙
に
む
せ

び
ま
し
た
。
船
名
及
び
名
前
、
出
身
地
が
分
か

れ
ば
関
係
者
に
我
身
を
か
え
り
み
ず
救
出
に

い
っ
た
人
々
を
思
い
や
る
や
さ
し
い
心
根
を
伝

え
た
く
思
い
ま
す
。少
年
は
サ
イ
パ
ン
の
病
院

に
送
る
べ
く
本
艦
の
ボ
ー
ト
で
接
岸
し
た
際
に

出
血
多
量
で
息
を
引
取
っ
た
そ
う
で
す
。戦
没

船
の
参
考
に
し
て
戴
き
た
く
お
送
り
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
伊
藤
辰
夫
（
千
葉
市
）

　
私
の
父
は
伊
藤
幸
太
郎
（
陸
軍
兵
士
）
と
申

し
ま
し
て
「
原
戸
籍
」
に
よ
り
ま
す
と
昭
和
十

九
年
七
月
三
十
一
日
時
刻
不
詳
、ル
ソ
ン
島
北

端
沖
方
面
に
於
い
て
戦
士
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。私
の
記
憶
で
は
そ
の
時
父
が
乗
っ
て
い
た

輸
送
船
名
が「
ヨ
シ
ノ
丸
」と
聞
い
て
居
ま
す
。

そ
の
時
代
か
ら
父
の
乗
っ
て
い
た
船
が
ど
ん
な

船
で
あ
っ
た
の
か
と
現
在
で
も
時
々
思
う
事
が

あ
り
ま
す
。「
ヨ
シ
ノ
丸
」
の
船
長
さ
ん
も
同

時
に
戦
死
さ
れ
た
事
を
思
う
と
心
が
い
た
み
ま

す
。

も
し
「
ヨ
シ
ノ
丸
」
と
言
う
船
が
わ
か
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
松
本
恵
二
（
掛
川
市
）

　
私
も
短
期
間
で
あ
り
ま
す
が
、戦
時
標
準
型

の
ジ
ャ
カ
ル
タ
丸
（
南
洋
海
運
）
に
昭
和
二
十

年
三
月
に
乗
船
。
青
島
、
上
海
と
航
海
し
揚
子

江
呉
淞
附
近
に
て
機
雷
に
触
れ
、応
急
修
理
を

終
え
、終
戦
一
ヶ
月
前
に
下
関
港
に
帰
り
ま
し

た
。
当
時
は
十
五
才
で
世
間
の
事
は
分
か
ら

ず
、
戦
後
、
色
々
な
事
を
知
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
心
を
痛
め
る
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。貴

会
に
入
会
等
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
会
に
寄
せ
ら
れ
た
反
響
」　
前
頁
か
ら
つ
づ
き



　
　
　
　
会
　 

則
　 

抜
　 

粋

　
第
一
章
　
総
則

（
名
称
）

第
一
条
　
こ
の
会
は
戦
没
船
を
記
録
す
る
会
と
い
う
。

（
事
務
所
）

第
二
条
　
事
務
所
は
東
京
都
に
置
く
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
支
部
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
目
的
）

第
三
条
　
こ
の
会
は
、
海
員
と
戦
争
と
に
関
す
る
調
査
、
研
究
を
行
い
、
そ
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、

　
　
　
　
か
つ
、
調
査
結
果
を
基
に
し
て
、
戦
没
船
の
記
念
銘
碑
を
建
立
す
る
な
ど
、
後
世
に
保
存
す

　
　
　
　
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
四
条
　
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

　
一
、
船
舶
お
よ
び
遭
難
写
真
の
収
集

　
二
、
各
船
戦
没
状
況
、
戦
没
者
氏
名
の
調
査

　
三
、
既
刊
記
録
、
出
版
物
の
収
集
、
整
理
、
保
管
、
研
究

　
四
、
碑
建
設
、
保
存

　
五
、
広
報
（
会
報
・
年
二
回
）

　
六
、
記
念
集
会
、
討
論
集
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
、
巡
回
展

　
七
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
法
人
化

　
八
、
そ
の
他
、
必
要
事
業

（
略
）

　
第
四
章
　
会
員

（
会
員
）

第
十
四
条
　
会
員
は
、
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
事
業
に
協
力
し
、
別
に
定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
す
る

　
　
　
　
も
の
と
す
る
。

　
二
、
会
員
は
正
会
員
、
法
人
会
員
、
賛
助
会
員
の
三
種
類
と
す
る
。
但
し
、
法
人
会
員
、
賛
助
会
員

　
　
　
は
、
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
有
し
な
い
。

　
三
、
正
会
員
は
、
会
の
事
業
活
動
を
進
め
る
た
め
、
各
運
営
部
門
に
所
属
す
る
。

　
四
、
会
員
は
、
会
が
所
有
す
る
全
て
の
情
報
を
、
等
し
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
略
）

《
付
則
》

　
会
費

　
一
、
正
会
員
　
入
会
金
　
一
、
〇
〇
〇
円
　
年
会
費
　
六
、
〇
〇
〇
円

　
二
、
法
人
会
員
　
一
口
・
月
額
　
五
、
〇
〇
〇
円

　
三
、
賛
助
会
員
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